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なく、特 に専業 主婦の場含は 医療機 関を定期的 に受診したり健 康診 断を受けたりする人は少ない

ので、この 時期の女 性を対象とした研 究は一 般に実施す べき優先 煩位カミ低 いと考 完られカ１ちであ

る
。

これらの 課 題 に 対して は、 以 下 に 述 べる海 外 での 取り組 み 淋 参 考 になるであろう
。

４．１９９０ 年 代 前 半ま での 諸 外 国 に お ける 研 究

生殖期（１５刈５ 歳）は、女性の 人生において最も活発な時期であり、女性自 身だけでなく、家 族

そして地域の活 動を支完ているという点から、女 性たちは今 員の保健 医療福 祉および経済の発 展

において重要な役割を担っており、こ：の事 実は先 進講 国帯発 展途 上 国など世界 中のすべての 国

に お いて 共 通 に認 識されている（Ｎ就ｉｏ皿ａＨｎｓｔｉ鮎 ｅｓｏｆＨｅａ肋
，
１９９１）

。
しかしな がら

、
ヘ ルスプ

ロモ ー ション に関 して 先 進 的 な研 究 成 果をあ げて いる 米 国 でも
、

成 熟 期 の 女 性 の ヘ ルスプロモ ー

ションはこれまで は あまり注 目され てお らず
、

このテ ー マ で の 研 究カ§行 わ れるようになったの はごく

最 近 のことである
。

ＭｃＥ１ｍ双 岬，
Ｂ．Ｊ。 ＆ Ｔａｓｈｉｒｏ，

Ｊ
．
（１９９７）は

、
ヘ ル ス プ ロ モ ー シ義 ン に 関 す る 研 究 カミ行 わ れ は じ

めた１９８０年代 後半～１９９０ 年代前 半までの研 究のうち、勤 労女性もしくは育掲 中の女性を対象と

して 行 わ れ た５ 編 の 研 究 成 果 に つ いてまとめて いる。そ れ によれ ぱ
、① 状 況 的 環 境 的 因 子（時 闘

、

費用、杜 会資 源、婚鰯や 子どもの 有無など）カ減 熟期の女性 およびその家族の健 康に影響を与完

ている（Ｄｕ鰍 １９８６）、②フルタイムで働く成熟期 女性 は男 性に比較してよい健康 行動（肥満予 防）

をとっているが、その理 由として女 性のほうが男性 に比 べて職 場外の活 動や 家事をより多く行って

いることカミあ げられる（Ｔｅ 雌１
．

１９９２）
、

③ 勤 労している 成 熟１期 女 性 の 健 康 状 態 に 影 響を 与完 ている

因 子は、現在の健康 状態および顕在的な健 康問題の有 無、内 的なヨントロー ルの 軌跡（Ｌ㏄ｕＳＯｆ

Ｃｏ 鮒 ｏ１）、
窺 案 感（ｓｅ王舶ｃｔ蝸１ｉｚ就ｉｏ皿）、

健 康 に 関 するコント眞一 ル の 軌 跡
、

健 康 に 関 する 責 任 感
、

運 動
、

自 己 効 カ 感
、

教 育 背 景 などであり
、

これらは成 人 の ヘ ルスプロモ ーションに 関 する他 の 研 究

成 果と一 致している（Ｄｕ 肺
，

１９８８；Ｄｕ 蝋 １９８９）
、

④ 成 熟 期 の 女 性 は
、

家 庭 内 の 健 康 管 理 責 任 者

（賄 ㎜ｉ１ｙ Ｈｅａ１ｔｈ Ｏ雌㏄ｒ）として家族の健 康に関する興 味や悩 みを予測し導く役割を果たしてい

る（Ｈｉ腕ａｒａ＆正ｏｐｅ，
１９８７）

、
⑤ 専 業 主 婦 は 勤 労 女 性 に 比 べより多くの 健 康 行 動 に 従 事 して おり

、

勤 労 女 性 は、 仕 事の 悩 み
、

蒔 間 のなさ
、

疲 労
、

睡 眠 不 足
、

残 業
、

子 どもの 病 気など により専 業 主 婦

よりも多くのストレスを抱 完ている（Ｗａ１ｋ興ｅｔａ亘．，
五９８８）

。

５、 最近１◎ 隼閻に行われた諸外国における研究

最 近の研究 は、特 定の 健康 行動（喫煙、淋ん予防、肥 満）とその影 響 因子 について弱らかにしよ

うとしたものと
、

効 果 的 な ヘ ルスプぱモ ー ションプログラムの 開 発 およ びそ の効 果を 評 価 する冒 的 の

もの の ２ つ に分 けられる。
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Ｉ． 働＜女 性 の ヘ ル スプロモ ーション 加藤 萱紀手

１
．

は じ め に

ここで は働く女 性 の ヘ ルス プロモ ー ション につ い て 考 察 する。 働く年 代 が
、

自 主 的 に 生 活し
、

杜

会 的・精神 的に自 労らしく成長できる人生の中ほどの半 生であることに着 目して、単 に身 体的 健康

を追 及 するの でなく
、

健 全 に 生き
、

そ の 健 全 性 が 生 涯 発 達 に つな がり、 杜 会 的 にも貢 献 できること

を貿指した観 点から考 察をすすめる。

２
．

働く女 性 の ヘ ル スプ目モ ーション

１） 働く女 性 の 人１コとライフステ ーラ

平 成 １３ 年 平 均 の 労 働 力 人 口 は、６７５２ 万 人、
女 子 が ２７６０ 万 人、

男 子 が ３９９２ 万 人 であり
、

女

子 は ４０．８８％であっ危
。 就 業 者 数 は ６４１２ 万 人（就 業 率 は ９４．９６％）

、
女 子カミ２６２９ 万 人、

男 子 は

３７８３ 万 人 で、
女 子 が ４１．００％を占 める。

就 業 者 の 全 体 に 占 める 女 子 の 割 合 は 員 本 に お いて は

年々 増 加 して おり、 昭 和 ５０ 年 では ３７．３９％であっ花が
、 現 在 は 就 労 人 口 の ４ 割 強カ童女 子 である

（国 民 衛 生の 動 向
，
２００２）

。
また 女 子の 生 産 年 齢 人 口 の ４９．１７％ が就 労している（労 働 力 調 査 年 報

，

２００２）。女 性が職 業を持ち続けることは日 本のみならず世 界 的な潮 流であり、男 女 共同 参画 杜会

を捷進 する観点からも望ましい現象とい完るだろう。

平 成 １３ 年 平 均 の 雇 周 労 働 者 数 は ５３６９ 万 人
、

女 子 ２１６８ 万 人（女 子 就 業 巻の ８２，４ 脇）男 子

３２０１ 万 人（男 子 就 業 者 の ８４．６２
％）であり

、
自 営 業 主・家 族 従 業 者 等 に晩 し

、
雇 馬され て働く者 が

、

はるか に 多 い。 そこで 本 章 で は 女 子 雇 周 労 働 者 に 焦 点 を絞 って 検 討 する。
な お

、
完 全 失 業 者 の

平 成 １３ 年 平 均 は ５．Ｏ％と
、

比 較 可 能な 昭 穂 ２８ 年 以 降 で 最 高となってい た（国 民 衛 生 の 動 向
，

２０◎２）
。

男 女 別 で は 女 子 が ４．７％
、

男 子 が ５，２％であった。 年 齢 的 に は男 女とも１５～２逃 歳 で 最も 高

く
、

次 いで 女 子 で は ２５～３４ 歳
、

男 子 で は ５δ～６逐 歳 が 高くなって いた（労 働 カ 調 査 年 報
，
２００２）

。

ライフステ ージ に 関して は 生 涯を
、
「幼 年 期」（育 つ）

、
ｒ少 年 期」（学 ぶ）

、
ｒ青 年 期」（巣 立 つ）

、

「壮 年 翔（働く）、
「申年 親 （熟す）、

「高年 親（稔る）の ６ 穀 階に大別（「健康目 本 ２１」総論、２０００）

す れ ば「巣 立 つ」「働く∫ 熟 すＪステ ージ が 本 章 の 対 象と荏る。
このステー ジを 女 子 に つ いて 考 えると

、

学 ぶ期闘を終えて就職した後、結 婚・妊娠・出 産・育児などの家族の営み（家庭）と就 労（仕事）を両

立 する者、結 婚や 出産により退職し、その後 再就職 する者あるいは家 庭のみを選 択する者、一 方

教育期 間を終完た後、 就労の経 験なしに家庭のみを選 ぶ者あるいは就 労のみを選択し続ける者

などのさまざまな 実態がある。さらに女 性は産む 人もいれば産まない人もいる。申 年期では老親の

介 護 をしな がら就 労 する者おいる。これらの 状 況 の 一 方 で、 働き方（雇 用 形 態）も正 杜 貴、 契 約 杜 員、

派 遺 杜 員
、

嘱 託 杜 買
、

などとさまざま であると予 測され、 男 子 のライフコース に 比 較 す れ ぱ 非 常 に

一 １３ 一



多様 で あると恩 わ れる
。

２） 働く女 性 の 職 種１職 位。勤 務 形 態１労 働 時 闘 と職 業 にぷる 健 康 課 題

働く女 性 は勇 性と比 べ花 場 合 どの半うな職 種 が 多 いか
。

図 ２・１（石 原 明 子
，

２００２）に示 すとおり
、

事 務 職
、

サ ービス職 な どに 従 事 する者 が 多く
、

専 門 的・技 術 的 職 業 従 事 者 が 比 較 的 多く
、

また 管

１嚢的 職業従 事者、運輸通 信 職従事 者淋少なかった。年齢 的には ３０ 歳くらいまで事 務職 従事者

が非 常 に 多く、 約 郷～５δ 歳 にか けて販 売 職 従 事 者
、

サー ビス職 従 事 者、 技 能 工 などが 多かっ た
。

一 方、 奪門 的・技 術的 職業 従 事着の 年齢 に伴う減 少は男 性より少なかった。管 理 的職 業従 事 者

が女 性では男 性の１割 に溝たなかった。女性 全体では３０～３δ歳をボトムとした 泌 字型年 齢分布

を示しており
、
こ二れ は 先 進 諾 国 で は 員 本 独 自 の 祷 徴 であっ た（廼 富 常 代

，
１９９８）

。

女佳の管 理的職 業従事 者は昭穐 δ◎ 年代後 半から増カ目しはじめ、平成元 年以 降は課 長職・部

長 職淋増 加してきた（梅 垣稿彦
，１９９９）が現在なお目本の現状 は、国家 公務員の管 理職に女性の

占める割 合 は １。 蝋 （米 国 ２３．王％）
、

企 業 の 女 性 管 理 職 の 割 合 ８
．９

％（米 国 ４５．１％）（２００１ 現 在
，

読売新闘２００３．３）と極めて低く、国連の女性 差別撤 廃委員 会において問題視されており、厚 生労

働省 は２０２０年を目標 に女性 管理職 が３０％に達する努カ 冒標をかかげている。

賃金比 較では正杜員 労働 者において、男 性 １００ に対し女 性 翻 という指数を賃金 構造基 本計

画 調 査 が 公 表 してい た
。 つまり

、
職 種

、
職 位

、
賃 金を総 合し

、
女 性 は 補 助 労 働

、
男 性 は 基 幹 労 働

という現 状 淋な お 存 在して いる（働く女 性とメンタル ヘ ルス
，

（醐東 京 顕 微 鏡 院
ヨ１１

．
１９９９）と述 べられ

て い た
。

翼僅 女牲

口 無騒

鰯 労類不能の職業

貿 技 能 工 、 採 掘 ・ 製 造 一 嚢 毅

作業者おま び労務 作業者

８ 選 輸 ・通 億 騒従 事 者

園 農 榔漁業 従蓼者

ｉ■１１俣 安 鰯 従箏 老

臼 サ ー ピ ス 職 従 事 者

蘭 販菟職従事者

口 事務職従事者

翻 蟹理的職業従泰者

８ 尊 門 的 一 技 術 的 騒 業
１５２Ｃ２５３Ｃ３５尋胴 ５５０５５６Ｃ６５７０７５ １５２０２５３０３５ 蜘 妬 ５０５５６Ｃ６５７Ｇ７５ 従 事 老
一 一 一 一 〕 一 牟メ ー 一 一 １ 一 い …以
／９２名２９３４３９導４君９５揖５９６４６９ワ茸二〔 １９２４２９３阜３９４尋４９５真５９６章６９ワ尊 上

奪饒 （歳） 年饒 臓；

図 ２・１．
男 女 の 職 薬 別 人 口 割 合（１９９５ 年 国 勢 調 査 より）（引 用：石 標 明 子，２００２，王４）
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